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●今月の主な内容
片貝まつり   2～3
平成23年度決算状況の公表   4～6
3R推進月間   7
健診日程・お知らせ   12～16

　9月23日㈰、ロンドンオリンピック競泳男
子200m平泳ぎの銅メダリスト立石諒選手の
トークショーと指導会が行われました。
　スイミングアカデミー小千谷で行われた指
導会では、子どもたち一人ひとりの泳ぎをチ
ェックしながら、泳ぎ方のアドバイスをして
いました。また立石選手の見事な平泳ぎが披
露されると、大きな歓声が上がっていました。

メダリストといっしょにメダリストといっしょに
立石諒選手トークショー＆指導会
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片
貝
ま
つり

9
月
8
日
㈯
〜
10
日
㈪
に
片
貝
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
3
日
間
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
お
お

ぜ
い
の
観
光
客
や
地
元
の
み
な
さ
ん
が
、
熱
気
あ

ふ
れ
る
ま
つ
り
の
伝
統
行
事
や
花
火（
奉
納
煙
火
）

を
楽
し
み
ま
し
た
。

9日・四尺玉花火9日・四尺玉花火
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片貝まつり 10日・四尺玉花火10日・四尺玉花火



平
成
23
年
度
の
決
算
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

主
な
事
業

▽
小
中
学
校
耐
震
補
強
事
業
（
吉
谷
小
学
校
校
舎
、
東
小
千
谷
小
学
校

　

屋
内
運
動
場
、
南
中
学
校
校
舎
） …
…
…
…
…
5
億
4
4
1
7
万
円

▽
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
整
備
費
補
助

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
億
2
5
2
8
万
円

▽
信
濃
川
右
岸
河
川
公
園
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
9
0
1
2
万
円

▽
消
雪
パ
イ
プ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
…
…
…
…
…
…
…
7
2
6
2
万
円

▽
防
災
情
報
伝
達
機
器
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
1
7
1
4
万
円

▽
災
害
復
旧
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3
億
4
6
1
1
万
円

一
般
会
計

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
1
8
6
億
8
0
2
8
万
円
、

歳
出
総
額
は
1
8
1
億
3
5
0
7
万
円
で
、
そ
の
差
額
5
億
4
5
2
1

万
円
を
平
成
24
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
4
7
4
4
万
円

は
平
成
23
年
度
に
完
了
し
な
か
っ
た
工
事
な
ど
の
繰
り
越
し
で
、
使
い

み
ち
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
実
際
の
黒
字
額
は
4
億
9
7

7
7
万
円
と
な
り
ま
す
。

市税（市民税・固定資産税など）
　　13万6,803円

諸収入・繰入金など
　　6万9,304円

繰越金
　　  1万5,748円

地方交付税（普通・特別交付税）
　　12万7,334円

国・県からの補助金など
　　  7万5,441円

その他交付金など
　　  1万7,950円

市債
　　  4万2,069円

歳歳 入入 市民1人あたり

48万4,648円

人口
（住民基本台帳より）

38,544 人
（平成23年度末）

市税市税
52億7,292万円52億7,292万円
28.2％28.2％

諸収入諸収入
13億4,435万円13億4,435万円
7.2％7.2％
繰入金など繰入金など
13億2,690万円13億2,690万円
7.1％7.1％

地方交付税地方交付税
49億796万円49億796万円
26.3％26.3％

繰越金繰越金
6億700万円6億700万円
3.3％3.3％

国・県からの補助金など国・県からの補助金など
29億778万円29億778万円
15.5％15.5％

その他交付金などその他交付金など
6億9,187万円6億9,187万円
3.7％3.7％市債市債

16億2,150万円16億2,150万円
8.7％8.7％

市民から市民から
45.8％45.8％

国・県から国・県から
45.5％45.5％

借入金借入金
8.7％8.7％

歳入歳入
186億186億
8,028万円8,028万円

市
民
一
人
あ
た
り
の
歳
出
額

の
推
移

　

平
成
15
年
度
か
ら
平
成
23
年

度
ま
で
の
推
移
を
グ
ラ
フ
に
し

ま
し
た
。

　

中
越
大
震
災
の
発
生
に
よ
る

災
害
復
旧
事
業
な
ど
に
よ
り
平

成
18
年
度
ま
で
増
え
続
け
、
平

成
19
年
度
か
ら
震
災
前
の
規
模

に
戻
り
ま
し
た
が
、
平
成
21
年

度
は
小
千
谷
小
学
校
改
築
事
業

な
ど
に
よ
り
再
び
増
え
ま
し
た
。

30

40
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80

平
成
23
年

平
成
22
年

平
成
21
年

平
成
20
年

平
成
19
年

平
成
18
年

平
成
17
年

平
成
16
年

平
成
15
年

中越大震災発生

万円
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平成23年度決算状況の公表

民生費（高齢者福祉や保育園の整備など）
　　11万2,723円

土木費（道路や河川の整備など）
　　6万8,108円

総務費（事務や財産の管理など）
　　  5万7,823円

教育費（学校の整備や文化・スポーツの振興など）
　　  5万6,502円

公債費（市で借りたお金の返済）
　　  4万7,865円

商工費（商工業の振興や観光施設の整備など）
　　  3万6,136円

衛生費（健康増進や環境対策など）
　　  3万1,776円

消防費（消防活動など）
　　  2万4,353円

農林水産業費
　　  1万7,785円

議会費など
　　  1万7,432円

市
の
財
産
の
状
況

　

市
の
財
産
に
は
学

校
な
ど
の
土
地
、
建

物
の
ほ
か
、
将
来
実

施
す
る
事
業
の
た
め

の
積
立
金
で
あ
る
基

金
や
、
有
価
証
券
、

出
資
金
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
主
な
財
産
の

状
況
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

市
債
（
借
入
金
）
の
状
況

　

市
債
は
、
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
お
金
を
借
り
入
れ
る
も

の
で
す
。
一
般
会
計
の
平
成
23
年
度
末
の
残
高
は
前
年
度
に
比
べ

7
8
8
万
円
増
え
ま
し
た
。

主な財産の状況

区　分 状　況

公
有
財
産

主
な
施
設

小学校 11校

中学校 5校

保育園 11園

公営住宅 428戸

有価証券 2,908万円

出資による権利 7,718万円

基
金
財政調整基金 42億9,096万円

その他特定目的基金 42億1,215万円

市債残高

会計名
平成22年
度末残高

平成23年
度末残高

市民
1人あたり

一般会計 148億
14万円

148億
802万円

38万
4,185円

工業団地事
業特別会計

 4,596万円 4,512万円 1,171円

歳歳 出出市民1人あたり

47万   503円

市民１人　　　　その年度の　　その年度末の
あたりの金額　　各総額　　　　　　市の人口
※それぞれの金額を四捨五入しているため、合計と合わな
　い場合があります。

民生費民生費
43億4,480万円43億4,480万円
23.9％23.9％

土木費土木費
26億2,515万円26億2,515万円
14.5％14.5％

総務費総務費
22億2,874万円22億2,874万円
12.3％12.3％

教育費教育費
21億7,781万円21億7,781万円
12.0％12.0％

公債費公債費
18億4,492万円18億4,492万円
10.2％10.2％

商工費商工費
13億9,282万円13億9,282万円
7.7％7.7％

衛生費衛生費
12億2,476万円12億2,476万円

6.7％6.7％

消防費消防費
9億3,866万円9億3,866万円

5.2％5.2％
農林水産業費農林水産業費
6億8,552万円6億8,552万円

3.8％3.8％

議会費など議会費など
6億7,189万円6億7,189万円

3.7％3.7％

歳出歳出
181億181億
3,507万円3,507万円

0

30

60

90

120

150

広域事務組合から引き継いだ分その他事業分災害復旧事業分

平
成
23
年

平
成
22
年

平
成
21
年

平
成
20
年

平
成
19
年

平
成
18
年

平
成
17
年

平
成
16
年

平
成
15
年

一般会計市債残高の推移

（億円）

127 129 122 120 116 116 126 130

2 8
15 20 18 16 14 12

10
6

134

12

2

＝
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企
業
会
計

　

企
業
会
計
と
は
、
市
が
直
接
経
営
す
る

企
業
の
会
計
を
い
い
ま
す
。

　

経
営
で
き
る
事
業
は
、
公
共
の
利
益
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、
特
別
に
定
め
ら
れ

た
も
の
だ
け
で
す
。

　

小
千
谷
市
で
は
、
ガ
ス
事
業
、
水
道
事

業
、
工
業
用
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
の

４
事
業
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
従
来
に
増
し
て
災
害
に
強

い
施
設
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
年
数

が
経
過
し
た
ガ
ス
管
、
水
道
管
の
布
設
替

な
ど
計
画
的
な
投
資
を
進
め
な
が
ら
、
安

心
と
安
全
性
を
高
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
経
営
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

　財政健全化判断比率とは、次の指標で示される財政状
況で、一つでも基準を上回ると早期健全化団体や財政再
生団体となります。
　現在の市の状況は、すべての比率が基準を下回ってい
るため健全であるといえます。

企業会計決算状況

会計名 収益 費用 利益 企業債残高

ガス事業 14億
742万円

14億
1,546万円 △804万円     8億

3,076万円

水道事業   7億
8,969万円

  6億
4,279万円

 1億
4,690万円

  25億
2,595万円

工 業 用
水道事業

  2億
6,245万円

  2億
932万円 5,313万円     7億

1,223万円

下 水 道
事 業

15億
7,095万円

14億
3,893万円

 1億
3,202万円

156億
3,895万円

　決算状況や財政健全化判断比率などについて
わからないことなどがありましたら、気軽にお
尋ねください。
■問い合わせ／企画政策課財政係 83-3507
　 plan@city.ojiya.niigata.jp

【指標・用語の解説】
■実質赤字比率

　標準財政規模に対する一般会計などの実質赤字額の比
率で、財政運営の深刻度を示す指標

■連結実質赤字比率

　標準財政規模に対するすべての会計の実質赤字額の比
率で、地方公共団体全体としての財政運営の深刻度を示
す指標

■実質公債費比率

　標準財政規模に対する公債費の比率の 3か年の平均値
で、借入金の返済が一般会計などにおよぼす影響の深刻
度を示す指標

■将来負担比率

　標準財政規模に対する一般会計などで将来負担する見
込みの債務の比率で、将来財政を圧迫する可能性が高い
かどうかを示す指標

■資金不足比率

　公営企業会計ごとの事業の規模（料金収入規模）に対
する資金不足額の比率で、経営状況の深刻度を示す指標

■標準財政規模

　地方公共団体の一般財源（主に市税、普通交付税など
の使いみちが特定されない収入）の標準規模

■早期健全化基準

　財政状況に注意喚起を示す段階の基準値

■財政再生基準

　財政再建が必要となる状態の基準値

■経営健全化基準

　経営状況が悪化している状態の基準値

健全化判断比率
指　標 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 13.31％ 20.00％

連結実質赤字比率 － 18.31％ 30.00％

実質公債費比率 13.00％ 25.00％ 35.00％

将来負担比率 73.40％ 350.00％

＊実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合、「－」で表示

資金不足比率
会　計 資金不足比率 経営健全化基準

工業団地事業 －

20.00％

ガス事業 －

水道事業 －

工業用水道事業 －

下水道事業 －

＊資金不足がない場合、「－」で表示

平成 23年度決算に基づく財政健全化判断
比率・資金不足比率をお知らせします　

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業

を
行
う
た
め
に
一
般
会
計
と
分

け
て
管
理
す
る
会
計
で
す
。
国

な
ど
か
ら
の
補
助
金
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
経
費
は
受
益
者

（
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
）
が

負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

特別会計の決算状況

会計名 歳入合計 歳出合計 差引額

国民健康保険 39億
7,559万円

38億
3,990万円

  1億
3,569万円

介 護 保 険 34億
1,535万円

33億
8,848万円 2,687万円

後期高齢者医療   6億
8,820万円

  6億
8,196万円 624万円

工業団地事業   1,126万円 1,105万円 21万円

12
13
14
15
16

H23H22H21H20

%
実質公債費比率の推移

15.7 15.8

１4.3

１3.0
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10月は「3R推進月間」です

ごみを減らすポイント「3R」

　日常生活の中で「ごみ」は必ず発生しますが、リデュース（Reduce）・リユース(Reuse)・リサイクル
(Recycle)の「3R」を生活の中に取り入れることで、ごみを減らすことができます。
　10月は「3R推進月間」です。できることから始めてみませんか。

まずは、

リデュース　減らす
　家庭から出るごみを減らし
ましょう。また、必要以上に
買わない、もらわないように
しましょう。

最後は、

リサイクル　再生利用
　使えなくなってしまったも
のを捨てる時は、洗い、分別
して、再資源化しやすいよう
にしましょう。

それから、

リユース　再使用
　使えるものはすぐ捨てずに、
繰り返し使いましょう。

■たとえば、こんなことが「3R」

○マイバックを持参し、なるべくレジ袋をもらわないようにする。      
○マイボトルやマイ箸を利用し、使い捨ての食器類を使わないようにする。    
○品物がまとめて入れられているなど、包装の少ない商品を選ぶ。
○詰め替えできるなど、繰り返し使える商品を選ぶ。
○古着などで使わなくなった布類を小さく切り、雑巾代わりに使う。
○リターナブルびん（洗えば繰り返し利用できるビールびんや牛乳びんなど）の商品を選ぶ。
○着れなくなった洋服などはフリーマーケットやリサイクルショップなどで処分する。
○修理できるものは、捨てずに修理して使う。
○資源としてリサイクルしやすいよう、ごみは分別して出す。
○生ごみ処理機器などを利用し堆肥にする。        

■問い合わせ／市民生活課衛生施設係 83-3509

ご存知ですか？リサイクル広場
　クリーンスポット大原では、ごみとして運び込まれたものの中から再使用が可能なものをリサイク
ルして施設内の「リサイクル広場」に展示し、希望する方に無料で引き渡しています。希望される方
は、下記を確認のうえ、直接お問い合わせください。
■申込期間／毎月1日～15日 
■申込時間／
▷月～金曜日：午前8時30分～午後4時
▷土・日曜日：午前8時30分～11時
■申込方法／上記の期間、時間内にクリーンスポット大原へお越しく
　ださい。※申し込みが多い場合は、抽選になります。 
■引渡方法／引き渡しが決定しましたら、クリーンスポット大原から
　申込者に連絡します。
■申込・問い合わせ／クリーンスポット大原 83-0731 △リサイクル広場
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非核平和都市宣言

平成4年6月23日議決
　美しい自然と平和を愛する心は、
私たち人類の共通の願いです。
　しかし、今なお、核兵器の脅威
をはじめ、悲惨な争いがあとをた
たず、人類の平和と地球環境が脅
かされています。
　私たちは、世界でただ一つの被
爆国の国民として、非核三原則を
堅持し、すべての国のあらゆる核
兵器がすみやかに廃絶され、人類
永久の平和が確立されることを強
く願うものであります。
　小千谷市民は、平和を願う心を
結集し市民一人ひとりが平和達成
のために努力することを誓い、わ
が小千谷市を「非核平和都市」と
するものであります。
　右宣言する。

非
核
平
和
都
市
宣
言
20
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

小
千
谷
市
は
平
成
4
年
6
月
23
日
に
非
核
平
和
都

市
宣
言
を
議
決
し
、
今
年
で
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
、
9
月
13
日
㈭
、
市
民
会
館
に
お
い

て
、
米
国
生
ま
れ
で
公
益
財
団
法
人
広
島
平
和
文
化

セ
ン
タ
ー
理
事
長
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
リ
ー
パ

ー
さ
ん
を
お
招
き
し
、
非
核
平
和
都
市
宣
言
20
周
年

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
前
に
は
、
来
場
者
全
員
に
よ
る
非
核
平
和

都
市
宣
言
の
朗
読
や
、
8
月
に
広
島
市
へ
派
遣
さ
れ

た
生
徒
に
よ
る
非
核
平
和
推
進
研
修
体
験
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
リ
ー
パ
ー
さ
ん
か
ら
「
平
和
と
人
権

に
つ
い
て
考
え
る
」
と
題
し
、
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ

や
、
核
兵
器
廃
絶
に
よ
る
世
界
平
和
と
環
境
問
題
解

決
な
ど
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
真
剣
な
表

情
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
原
爆
記
録
パ
ネ
ル
展
も
開
催
さ
れ
、

お
お
ぜ
い
の
中
学
生
が
見
学
し
ま
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た

△講師のスティーブン・リー
　パーさん　

▷
参
加
者
全
員
に
よ
る
非
核
平

　

和
都
市
宣
言
の
朗
読　

　

9
月
30
日
㈰
、
小
千
谷
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
と
し
て
、
総
合

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
3
年
に
1
回
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
主
会
場
で
の
訓
練
に
は
約
40
団

体
、
6
0
0
人
以
上
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
『
震
度
6
強
の
地
震
に
よ
り
、
市

街
地
、
と
り
わ
け
西
小
千
谷
地
区
に

お
い
て
家
屋
の
倒
壊
な
ど
で
多
数
の

負
傷
者
が
発
生
し
、
加
え
て
高
齢
者

世
帯
や
障
が
い
者
な
ど
が
避
難
で
き

な
い
で
い
る
』
と
い
う
想
定
の
も
と
、

様
々
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
て
、

各
町
内
の
自
主
防
災
会
や
防
災
機
関

な
ど
が
協
力
関
係
を
深
め
、
防
災
の

基
本
で
あ
る
「
自
ら
の
身
体
と
財
産

は
自
ら
守
る
」
と
い
う
防
災
意
識
を

高
め
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
今
回
は
、
現
在
市
内
の
全
世

帯
な
ど
に
配
布
中
の
緊
急
告
知
ラ
ジ

オ
の
起
動
試
験
放
送
も
行
い
ま
し
た
。

▷
原
爆
記
録
パ
ネ
ル
展
を

　

見
学
す
る
中
学
生

△倒壊家屋から負傷者を救出する訓練　△バケツリレーによる消火訓練

▷
炊
き
出
し
訓
練

▷
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー



▷
小
千
谷
か
ら
も
、
海
外
へ
ホ
ー
ム
テ
イ
に
行
っ
て

　

い
る
学
生
が
い
ま
す
。
外
国
の
方
々
と
接
す
る
こ

　

と
に
よ
り
、
語
学
だ
け
で
な
く
、
国
際
感
覚
も
学

　

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
他
人
か
ら
頼
み
ご
と
を
さ
れ

た
と
き
、快
く
応
じ
た
い
場
合
は
「
は
い
」

と
言
い
ま
す
が
、応
じ
た
く
な
い
場
合
は
、

恐
ら
く
「
い
や
」
と
は
言
わ
ず
に
黙
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
頼
ん
だ
相
手

は
そ
の
反
応
を
見
て
、「
い
や
」
の
意
思

表
示
だ
と
解
釈
す
る
の
が
普
通
だ
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
意
思
疎
通
の
や
り
方

が
通
用
す
る
の
は
、
我
が
国
独
特
の
も
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
日
本
以
外
の
世
界
で

は
、
応
じ
た
く
な
い
と
き
、「
ダ
メ
で
す
」

と
言
わ
な
い
で
黙
っ
た
ま
ま
で
い
る
と
、

「
は
い
、
了
解
し
ま
し
た
」
と
受
け
取
ら

れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

私
の
会
社
勤
め
時
代
の
経
験
で
す
が
、

海
外
の
契
約
先
か
ら
理
不
尽
な
要
求
を
さ

れ
、
到
底
こ
ん
な
非
常
識
な
要
求
に
は
応

じ
ら
れ
な
い
と
、
返
事
も
せ
ず
に
そ
の
ま

ま
放
置
し
て
お
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
後
日
、
相
手
か
ら
、
先
に
要
求
を

し
た
こ
と
に
対
し
「
N
O
」
と
い
う
返
事

が
無
か
っ
た
以
上
、
当
方
の
要
求
は
受
け

入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
従
っ
て
、
そ

の
通
り
に
し
な
い
の
は
契
約
違
反
で
あ
る

と
ね
じ
込
ま
れ
て
、
多
額
の
損
失
を
被
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
国
際
的
な
交
渉
の
場
に
お
い
て
、

相
手
の
気
持
ち
を
思
う
ば
か
り
に
遠
慮
し

て
、要
求
に
対
し
て
「
Ｎ
Ｏ
﹈
と
言
わ
ず
に
、

た
だ
ニ
コ
ニ
コ
と
微
笑
ん
だ
だ
け
で
い
る

と
、「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
言
っ
て
貰
っ
た
」
と
い

う
大
き
な
誤
解
に
繋
が
り
、
後
に
、
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
大
き
な
問
題
に
発
展
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

過
去
、
私
が
海
外
で
生
活
し
た
り
、
外

国
企
業
と
の
商
談
の
場
に
臨
ん
だ
り
し
て
、

身
を
も
っ
て
経
験
し
た
こ
と
を
思
い
返
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
谷
井　

靖
夫
）

こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で
す　

66
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作ってみてね！この料理

秋鮭ときのこの炊き込みごはん

＜材料＞（4人分）

米   2合
生鮭   2切れ
酒   少々
塩   少々
しめじ   ½パック
生しいたけ   2枚
れんこん   50㌘
むき甘栗   8個
さやえんどう   30㌘
だし汁   洗い米と同量
　　薄口しょうゆ   大さじ3と½
　　みりん   大さじ1

＜作り方＞

❶　米は洗ってザルにあげて水気を切る。
❷　鮭は2～3㎝角に切って、酒、塩をふる。
❸　しめじは石づきを取ってほぐす。生しいたけは柄を
　取って薄切り、れんこんは皮をむいて3～4㎝幅のい
　ちょう切りにしてボウルに入れ、材料Aをふりかけて
　おく。
❹　洗い米に水気を抜いた❷と調味液ごと❸を入れ、む
　き甘栗、だし汁を加えて炊く。
❺　ゆでて小切りにしたさやえんどうを炊き上がった❹
　に散らす。

■献立・調理／小千谷市食生活改善推進委員

＜栄養価＞（1人分）

▷エネルギー347㌔㌍▷たんぱく質15.3㌘▷脂肪2.4㌘
▷塩分2.5㌘

☞今月のワンポイント
　鮭は秋を代表する味覚の一つです。焼く、煮る、
蒸す、揚げるなど幅広く調理できますが、火を通し
すぎると味が落ちるので気をつけましょう。

A{
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有
料
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ま
ち
の
話
題
 RUPO&NEW

S

熱
い
暑
い
お
ま
つ
り

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
「
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
祭
」
が
、

東
小
千
谷
体
育
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

15
日
㈯
の
前
夜
祭
は
、
日
没
と
と
も
に
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
利
用
者
協
議
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
手
作

り
キ
ャ
ン
ド
ル
に
明
か
り
が
灯
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

を
訪
れ
た
方
々
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
幻
想
的
な
灯
り

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

16
日
㈰
は
日
差
し
が
強
く
、
と
て
も
暑
い
中
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
手
作
り
の
雑
貨
や
子
ど
も

服
な
ど
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や

焼
き
鳥
な
ど
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
な
ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

／ 9 15
     ～

16

書道で交通安全PR

　「秋の全国交通安全運動」が始まり、その出発
式が行われました。
　出発式には小千谷西高等学校の生徒も参加し、
書道部の生徒が書いた交通事故防止を促す見事な
標語が掲げられました。
　また、小千谷交通安全協会の会員や書道部の生
徒たちが、運転中のドライバーに啓発物品を配布
し、安全運転を心がけていただくよう呼びかけて
いました。

／ 9 21天高く舞うタカを求めて

　山本山展望台で「ワシ・タカの渡り観察会」
が開催されました。「渡り」とは、鳥などの動
物が季節ごとに陸や空を移動することを言いま
す。小千谷市の上空は猛

もうきんるい

禽類の渡りを見るのに
適していて、山本山は特に人気のスポットと
なっています。
　当日は快晴に恵まれ、タカ科のサシバやハチ
クマなどが、晴れ渡った大空を悠然と飛行して
いました。展望台には、市内外から約50人の
参加者が集まり、双眼鏡や望遠レンズのカメラ
などで観察や撮影をし、旋回や急降下をするワ
シ・タカの動きを楽しんでいました。

／ 9 22
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まちの話題 RUPO&NEWSまちの話題 RUPO&NEWS

小
千
谷
の
い
い
と
こ
み
っ
け

　

お
ぢ
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

設
立
10
周
年
を
記
念
し
、
バ
ス
で
市
内

各
所
を
巡
る
「
小
千
谷
の
魅
力
再
発
見

ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
コ
ー
ス
は
慈
眼
寺
や
明
石
堂
、

魚
沼
神
社
な
ど
を
見
学
し
、
午
後
コ
ー

ス
は
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
や
木
喰
観
音

堂
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

お
お
ぜ
い
の
方
が
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
々
の
説
明

を
熱
心
に
聴
き
入
り
な
が
ら
、
小
千
谷

の
歴
史
を
堪
能
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
　
　
　

小
千
谷
の
魅
力
を
満
喫

　

総
合
体
育
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
と
サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ

や
で
「
お
ぢ
ゃ
れ
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
魅
力
あ
る
小
千
谷
の
さ
ま
ざ
ま
な
名
物
や
産
業

を
一
堂
に
集
め
、
み
な
さ
ん
に
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、

㈳
小
千
谷
青
年
会
議
所
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

会
場
で
は
、
そ
ば
や
日
本
酒
の
販
売
の
ほ
か
、
染
め
物

や
そ
ば
の
手
振
り
、
小
千
谷
縮
の
試
着
な
ど
が
体
験
で
き

る
ブ
ー
ス
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
小
千
谷
を
テ
ー
マ
に
し
た

カ
ル
タ
大
会
が
行
わ
れ
た
り
、
ダ
ン
ス
や
三
味
線
、
お
囃

子
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
お
お
ぜ
い
の
方
が

来
場
し
、
小
千
谷
の
名
産
品
や
伝
統
文
化
に
触
れ
て
い
ま

し
た
。 ／ 9　23

／ 9　23

30
周
年
を
記
念
し
て

　

サ
ン
プ
ラ
ザ
で
、
社
会
福
祉
法
人
小
千

谷
北
魚
沼
福
祉
会
の
法
人
設
立
30
周
年
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
の
記
念
式
典
で
は
、
同
法
人
の

中
澤
和
雄
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
や
30
年
間

の
活
動
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
2
部
は
、「
納
棺
夫
日
記
」
の
著
者
、

青
木
新
門
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
い
の
ち
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」
と
題
し
、

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
作
品「
お
く
り
び
と
」

の
出
演
者
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が

ら
、
自
身
の
死
生
観
に
つ
い
て
、
あ
り
の

ま
ま
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

青
木
さ
ん
の
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な

語
り
口
に
、
会
場
を
訪
れ
た
参
加
者
は
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

／ 9　25

有
料
広
告
掲
載
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す

有
料
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で
す
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き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

県
内
で
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
が
毎
年
連
続
し
て
発

生
し
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
食
用
と
正
確
に
判
断
で
き
な
い
き
の
こ
は
、
絶
対

　

に
「
採
ら
な
い
」「
食
べ
な
い
」「
人
に
あ
げ
な
い
」

　

確
実
に
鑑
定
で
き
る
専
門
家
に
鑑
定
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
鑑
定
は
、
長
岡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

（
長
岡
保
健
所
）
生
活
衛
生
課
（

33
・
4
9
3
6
）

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
受
付
日
時
／
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
8

　

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分　

②
さ
ま
ざ
ま
な
「
言
い
伝
え
」
は
、
全
く
根
拠
が

　

な
い
迷
信
で
あ
る
た
め
「
信
じ
な
い
」

　

迷
信
に
は
こ
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▽
柄
が
縦
に
裂
け
れ
ば
食
べ
ら
れ
る

　

↓
ほ
と
ん
ど
の
毒
き
の
こ
は
柄
が
縦
に
裂
け
ま
す

▽
ナ
ス
と
一
緒
に
料
理
す
れ
ば
食
べ
ら
れ
る

　

↓
中
毒
を
起
こ
し
た
例
は
多
数
あ
り
ま
す

▽
虫
が
食
べ
て
い
る
き
の
こ
は
食
べ
ら
れ
る

　

↓
虫
は
毒
の
あ
る
き
の
こ
も
食
べ
ま
す

③
「
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
（
カ
タ
ハ
）」
を
食
べ
る
こ
と

　

は
控
え
ま
し
ょ
う

　

急
性
脳
炎
と
の
因
果
関
係
が
否
定
で
き
な
い
「
ス
ギ

ヒ
ラ
タ
ケ
（
カ
タ
ハ
）」
は
、
食
べ
る
こ
と
を
控
え
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
予
防

係

83
・
3
6
4
0

食事みなおし講座

『おなかスッキリ！メタボ予防』

　小千谷市食生活改善推進委員協議会
では、メタボリックシンドローム予防
に重点を置いた講座を開催します。
　自分の生活を振り返り、健康や食事
についての知識や調理実習を楽しく学
びませんか。
■日時／11月11日㈰午前9時～午後1時
■会場／健康センター
■内容／メタボリックシンドローム予
　防の講話、調理実習など
■講師／食生活改善推進委員、市管理
　栄養士
■定員／15人（定員になり次第締切）
■参加無料
■持ち物／エプロン、三角巾、タオル、
　筆記用具
■申込締切／10月26日㈮
■申込・問い合わせ／健康センター保
　健係 83-3640

中
越
大
震
災
8
周
年　
　
　
　
　
　

復
興
祈
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　

新
潟
県
中
越
大
震
災
か
ら
10
月
23
日
㈫
で

8
年
と
な
り
ま
す
。
楽
集
館
を
会
場
に
震
災

8
周
年
復
興
祈
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

お
お
ぜ
い
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

●
お
ぢ
や
10
・
23
の
つ
ど
い

■
日
時
／
10
月
23
日
㈫
午
後
5
時
40
分
〜
6

時
45
分

○
復
興
の
つ
ど
い

■
時
間
／
午
後
5
時
40
分
〜
6
時

■
会
場
／
楽
集
館
駐
車
場
（
雨
天
決
行
）

■
内
容
／
式
典
、
黙
祷
、
献
花
な
ど

○
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト

■
時
間
／
午
後
6
時
15
分
〜
6
時
45
分

■
会
場
／
楽
集
館
3
階
ホ
ー
ル

■
出
演
／
オ
カ
リ
ナ
ユ
ニ
ッ
ト
〝
ス
マ
イ
ル

ウ
ェ
ー
ブ
〞

■
問
い
合
わ
せ
／
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

83
・
3
5
1
5

東日本大震災義援金の受付期間を延長します

　東日本大震災義援金について、9月末までに寄せら
れましたみなさんの善意に感謝申し上げます。
　義援金の受付期間を延長しましたので、引き続きみ
なさんのご協力をお願いします。
■義援金の名称／
　東日本大震災義援金（東北地方太平洋沖地震義援金）
■平成24年9月末までの受付総額／2,118,484円
■変更後の受付期間／平成25年3月31日㈰まで
■受付方法／
○現金受付
　次の窓口で募金箱を設置しています。市役所(社会
福祉課・市民生活課)、総合体育館、市民会館、サン
ラックおぢや、片貝総合センター、東山・岩沢・真
人・川井各住民センター、ホットプラザ（勤労青少年
ホーム）、わんパーク
※領収書を希望される場合は、直接、市役所社会福祉
　課で受け付けをお願いします。　
○郵便振替
▷口座番号：00140-8-507
▷口座名義：日本赤十字社東日本大震災義援金
■問い合わせ／社会福祉課福祉係 83-3517
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お知らせ・健診日程

　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　 83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札をお渡しします。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～、午後に開
　催の場合：正午～

健診名健診名 対象対象 期日期日 受付時間受付時間 持ち物持ち物 その他その他
4か月児
健康診査

平成24年
6月生まれ

11月  7日㈬ 13：00～
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時に行います。

10か月児
健康診査

平成23年
12月生まれ

11月  8日㈭ 13：00～
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時に行
います。

1歳6か月児
健康診査

平成23年
4月生まれ

11月21日㈬ 13：00～
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成22年
10月生まれ

11月16日㈮   9：00～
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行いま
す。歯をみがいてからお越しく
ださい。

3歳児
健康診査

平成21年
10月生まれ

11月22日㈭ 13：00～
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

1111月月乳幼児の健康診査日程

う
ぶ
ご
え
教
室

　

妊
婦
や
そ
の
夫
、
1
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
な
ど
を
対
象
に
し
た

教
室
で
す
。
奇
数
月
の
今
回
は
「
キ
ラ
キ

ラ
コ
ー
ス
」
で
す
。
よ
い
お
口
の
ケ
ア
や

食
生
活
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
調
理
実
習

を
通
し
て
み
な
さ
ん
で
楽
し
く
交
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

ご
夫
婦
で
の
参
加
大
歓
迎
!
男
性
参
加

者
は
妊
婦
体
験
も
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ラ
キ
ラ
コ
ー
ス

■
日
時
／
11
月
17
日
㈯
午
前
9
時
40
分
〜

正
午
（
受
付
：
午
前
9
時
30
分
〜
）

■
内
容
／
歯
科
相
談
、
食
事
の
お
話
、
み

ん
な
で
つ
く
ろ
う
お
い
し
い
ご
は
ん

■
会
場
／
健
康
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
場
合
は
離

乳
食
、
お
ん
ぶ
紐
な
ど

■
申
込
締
切
／
11
月
14
日
㈬

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー

保
健
係

83
・
3
6
4
0　

ハ
ッ
ピ
ー
パ
パ
マ
マ

4
種
混
合
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

11
月
1
日
か
ら
、
定
期
予
防
接
種
に
4
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
る
予

定
で
す
が
、
導
入
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
3
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
と
単
独
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

　

平
成
24
年
8
月
1
日
生
ま
れ
以
降
の
乳
児
は
3
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
・
単
独
の

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
は
な
く
、
4
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

な
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
市
報
お
ぢ
や
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
予
防
係

83
・
3
6
4
0

歯
科
保
健
講
演
会　

今
す
ぐ
知
り
た
い
！
歯
と
お
口
に
自
信
が
持
て
る
素
敵
な
笑
顔
の
秘
訣

〜
口
の
中
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
〜

　

あ
な
た
は
歯
や
お
口
の
状
態
に
満
足
し
て
い
ま
す
か
。
自
覚
症
状
が
な
く
て

も
大
人
の
約
８
割
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
歯
周
病

や
む
し
歯
は
歯
を
失
う
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

歯
と
お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防
す
る
秘
訣
を
県
内
各
地
で
講
演
さ
れ
、
ま
た

聞
き
た
い
！
と
評
判
の
歯
科
医
師
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
小

千
谷
市
出
身
の
よ
し
も
と
芸
人
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
コ
ン
ト
を
交
え
て

楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
11
月
9
日
㈮
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
（
午
後
7
時
開
場
）

■
会
場
／
サ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
大
ホ
ー
ル

■
講
師
／
鈴
木
公
子
さ
ん
（
ひ
ま
わ
り
歯
科
医
院
（
柏
崎
市
西
山
町
）
院
長
）

■
ゲ
ス
ト
／
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
（
吉
本
興
業
新
潟
県
住
み
ま
す
芸
人
）

■
入
場
無
料

■
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健
係

83
・
3
6
4
0
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市民芸能まつり

　市内の芸能団体が出演します。ぜひお越しください。入場は無料です。
■日時・内容・出演団体／

■会場／市民会館大ホール
■問い合わせ／生涯学習スポーツ課公民館係（市民会館内） 82-9111 

日時 内容 出演団体（出演順）

10月28日㈰
開場：午前10時
開演：午前11時

民謡・民踊・
新舞踊・よ
さこい・大
正琴など

富久寿大学民踊クラブ、北四会、小粟田共楽会、出雲流　めぐ美会、小雪
会、美鈴会、阿波踊りおぢや連、出雲流　藤和会、扇秀会、YOSAKOIチー
ム城内、華舞会、瑠美の会、片貝民踊の会、小千谷伝統民踊保存会ちぢみ、
秀桜会、松崎会小千谷支部、吉谷長命会芸能部、豊舟会、小千谷民謡　子
さくら会、アンサンブルすばるの会・らんの会、千谷民踊会、寛三奈会、
いなせ組、東や、深雪会、城内民踊サークル、小千谷民謡　穂波会

11月11日㈰
開場：午前10時30分
開演：午前11時

ストリート
ダンス

I ・ D ・ M、キッズ　アカデミー with Little Be Crazy、Piece Crew、
10balls、ネオン　ダンス　スクール

お
年
寄
り
の
心
の
健
康
相
談
会

　

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
、
や
る
気
が
出
な
い
、

不
眠
な
ど
で
お
困
り
の
方
や
そ
の
家
族
の
相
談

を
、
精
神
科
医
師
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

ま
た
訪
問
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
す
。

■
日
時
／
10
月
31
日
㈬
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

■
会
場
／
健
康
セ
ン
タ
ー

■
申
込
締
切
／
10
月
29
日
㈪

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
保
健
福
祉
課
高
齢
福

祉
係

83
・
4
0
6
0

沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
遺
族

の
み
な
さ
ん
へ

　

沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
祈
念
公
園
内
に
、
沖

縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
す
べ
て
の
方
々
の
氏
名

を
刻
ん
だ
記
念
碑
「
平
和
の
礎い

し
じ
」
が
あ
り
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
場
合
で
、
ま
だ
刻
銘
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
追
加
刻
銘
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
／
昭
和
19
年
3
月
22
日
か
ら
昭
和
21
年

9
月
7
日
ま
で
の
間
、
沖
縄
県
区
域
・
南
西
諸

島
周
辺
に
お
い
て
、
沖
縄
戦
が
原
因
で
亡
く
な

ら
れ
た
方

■
問
い
合
わ
せ
／

▽
社
会
福
祉
課
福
祉
係

83
・
3
5
1
7

▽
県
福
祉
保
健
課
援
護
恩
給
室

0
2
5
・
2

　

8
0
・
5
1
8
0

楽集館企画展示

「明治・大正・昭和の日本画家小品展」

　市内の個人の方が所有している美術作品をお
借りして展示を行います。今回はさまざまな画
家や文人が描いた、主に色紙サイズの小品、短
冊約50点を展示します。入場は無料です。
■期日／10月13日㈯～11月4日㈰※毎週水曜
　日は休館日です。
■時間／午前9時～午後5時
■主な画家／土田麦

ばくせん

僊、小林古径、棟方志功、
　西脇順三郎など
■会場／楽集館
■問い合わせ／▷生涯学習スポーツ課生涯学習
　係（総合体育館内） 83-0077▷楽集館
　82-8282

第32回小千谷市展・小千谷市菊花盆栽展

　芸術の秋です。力作の数々が出展されます。
ご家族おそろいでお越しください。入場は無料
です。
■日時／11月1日㈭～3日㈷午前9時～午後7時
　（3日㈷は午後5時まで）
■会場／東小千谷体育センター (勤労青少年ホ
　ーム隣接）
■展示内容／
▷市展：日本画、水墨画、洋画、版画、書道、
　写真、工芸・彫塑
▷菊花盆栽展：菊花、盆栽
■問い合わせ／生涯学習スポーツ課生涯学習係
　（総合体育館内） 83-0077

文化・芸術の秋



お知らせ

■まちのうごき（9月30日現在）

人口と世帯数　※（　）内は前月比
気象データ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

24年9月 過去10年
の平均

24年9月
まで

23年9月
まで

24年9月
まで

23年9月
まで

男 19,039人( －26) 出生 20人 平均気温 23.7℃ 21.9℃
火災 22件 13件

件数 110件 102件

女 19,602人( －  2) 死亡 42人 最高気温 35.2℃ 35.3℃ 死者 1人 1人

合計 38,641人( －28) 転入 53人 最低気温 12.7℃ 11.7℃
救急 1,166件 1,110件

傷者 131人 127人

世帯数 12,763世帯(－9) 転出 59人 降水量月計 167.5㎜ 169.2㎜
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※気象データは、 小千谷市消防本部速報値です。（観測地：元中子）

乳
が
ん
予
防
講
演
会

　

10
月
は
乳
が
ん
予
防
月
間
で
す
。
新
潟
県
の
女
性

の
が
ん
で
一
番
多
い
の
は
乳
が
ん
で
、
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
乳
が
ん
は
早
期
発
見
が
鍵
で
す
。
乳
が

ん
を
正
し
く
知
っ
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
10
月
30
日
㈫
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

■
会
場
／
魚
沼
市
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

■
講
師
／

▽
佐
野
宗
明
さ
ん
（
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会
新

　

潟
ブ
レ
ス
ト
検
診
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
内
藤
桂
子
さ
ん
（
あ
け
ぼ
の
会
新
潟
支
部
代
表
）

■
入
場
無
料

■
申
込
締
切
／
10
月
22
日
㈪

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福

祉
部
地
域
保
健
課

0
2
5
・
7
9
2
・
8
6
1
2

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　

第
27
回
小
千
谷
ド
レ
ミ
愛
好
会
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
21
日
㈰
午
後
5
時
〜
開
演

■
会
場
／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■
協
力
出
演
／
▽
楳
若
社
中
▽
深
雪
会
▽
P
U

A
ア
ロ
ハ
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

■
友
情
出
演
／
千
葉
げ
ん
太

■
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
ド
レ
ミ
愛
好
会
（
相

崎
）

0
9
0
・
5
3
4
2
・
4
4
0
4

第
10
回
ま
っ
と
「
秋
の
陣
」

■
日
時
／
10
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜

■
会
場
／
真
人
温
泉
ふ
れ
あ
い
メ
ゾ
ン
周
辺

■
内
容
／

▽
地
元
特
産
品
販
売

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
地
元
芸
能
団
体
発
表

▽
と
ん
汁
・
つ
き
た
て

　

餅
の
無
料
配
布
（
数

　

量
限
定
）
な
ど

■
駐
車
場
／
真
人
住
民

セ
ン
タ
ー
・
真
人
小
学

校
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
真
人
温
泉

駐
車
場
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
／
真
人
住
民
セ
ン
タ
ー

86
・

3
0
0
2

旬
の
野
菜
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア　

　

長
岡
地
域
の
菓
子
店
と
地
元
農
家
が
、
地
元
産
の

野
菜
を
使
っ
て
共
同
開
発
し
た
「
旬
の
野
菜
ス
イ
ー

ツ
」
を
販
売
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ア
に
は
小
千
谷
の
菓
子
店
も
参
加
し
、
各
店

舗
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
作
っ
た
多
彩
な
野
菜
ス
イ
ー

ツ
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
農
家
の
お
母
さ
ん
た
ち

に
よ
る
郷
土
料
理
が
味
わ
え
る「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」

や
野
菜
マ
ル
シ
ェ
も
出
店
し
ま
す
。

■
日
時
／

▽
10
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▽
10
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
は
両
日
と
も
午
前
11
時
〜
午
後

　

2
時

■
会
場
／
ア
オ
ー
レ
長
岡
ナ
カ
ド
マ
・
ソ
ト
ド
マ

■
問
い
合
わ
せ
／
長
岡
地
域
振
興
局
農
林
振
興
部
普

及
課

38
・
2
5
5
3

農
林
水
産
祭
参
加
第
52
回
新
潟
県
錦
鯉
品
評
会

　

原
産
地
越
後
の
秋
を
飾
る
新
潟
県
錦
鯉
品
評
会
が
今
年

も
当
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
内
の
生
産
者
が
丹
精
こ
め

て
育
て
た
錦
鯉
が
出
品
さ
れ
、
優
秀
鯉
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
一
般
公
開
／

▽
10
月
27
日
㈯
午
後
3
時
〜
5
時

▽
10
月
28
日
㈰
午
前
8
時
〜
午
後
3
時

■
会
場
／
総
合
体
育
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

■
入
場
料
／
5
0
0
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

■
主
催
／
新
潟
県
、
㈳
新
潟
県
錦
鯉
協
議
会

■
主
管
／
小
千
谷
市
、
新
潟
県
錦
鯉
品
評
会
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
／
農
林
課
農
業
振
興
係

83
・
3
5
1
0



問　題
　小千谷市が非核平和都市宣言を
議決してから、今年で何周年にな
るでしょう。
①10　②20　③30
（ヒントは8ページ）
■応募先／〒947-8501
　小千谷市役所企画政策課秘書広
　報係あて（宛先住所は不要です）
■締切／
　10月24日㈬（当日消印有効）
　9月号の答えは①「電球」でし
た。抽選の結果、次の方々が当選
しました。
　近藤多恵さん　佐藤春江さん　
　高野久司さん

●
片
貝
ま
つ
り
は
炎
天
下
で

の
取
材
で
し
た
が
、
お
ぢ
ゃ

れ
フ
ェ
ス
タ
は
肌
寒
い
雨
空

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
秋
に

な
り
ま
し
た
。
最
近
は
過
ご

し
や
す
い
秋
と
春
の
期
間
が

短
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
秋
は
イ
ベ
ン
ト
ラ
ッ

シ
ュ
で
す
。
た
く
さ
ん
取
材

に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
よ

●
今
年
の
片
貝
ま
つ
り
は
心

配
さ
れ
た
雨
も
降
ら
ず
、
と

て
も
暑
い
中
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
暑
さ

に
、
花
火
の
撮
影
を
終
え
て

帰
る
こ
ろ
に
は
ヘ
ト
ヘ
ト
で

し
た
。
お
ま
つ
り
に
参
加
さ

れ
て
い
た
片
貝
町
の
み
な
さ

ん
の
元
気
は
す
ご
い
…
。
3

日
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。
い

●
市
報
お
ぢ
や
お
知
ら
せ
版

は
、
先
月
号
で
2
0
0
回
目

の
発
行
を
数
え
ま
し
た
。　

　

2
0
0
回
に
達
す
る
に
は

単
純
計
算
で
16
年
半
か
か
り

ま
す
。
こ
ん
な
節
目
に
市
報

作
り
に
携
わ
れ
た
こ
と
は
本

当
に
光
栄
で
す
が
、
同
時
に

諸
先
輩
方
の
歴
史
の
重
み
も

感
じ
て
い
ま
す
。　
　
　

き
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編
集
室
だ
よ
り

　高速脇下の道から吉谷方面を望むスケッチをしました。たそがれてくる
と秋の気配が深くなり、こどもの頃、こんな童謡の替え歌をうたったこと
を思いだしました。
　“お手てんぷら　つないでぶちゃん　野道を行けばばちゃん
　　みんなんばん辛くて喰

か

んね　歌をうたえば靴笑う”
　元祖・悪餓

が き

鬼の遠い日の夕暮れでした。
（絵と文は西脇正久さん）

小千谷を描く
No. ４４３

高速道路近くの
夕景

ちぢみの里の利用券が当たる

解答をはがきでお送りください。正解者の中から、
抽選で3人にちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当はうれしいのですが…

わくわく夢広場

　市立保育園では、保育士によ
る ｢わくわく夢ひろば｣ を開催
します。
　手作りの人形劇 ･パフォーマ
ンス・ミニコンサート・影絵
で、子どもたちに楽しいひとと
きをプレゼントします。
　みなさんのご来場をお待ちし
ています。
■日時／11月10日㈯
▷1回目：午後1時30分～
▷2回目：午後3時15分～
■会場／サンラックおぢや
■入場無料※ただし入場券が必
　要です。入場券は各市立保育
　園にあります。
■問い合わせ／各市立保育園


